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１．背景
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１－１．本工法の背景（陥没事例）

２０１８．５月１７日

NHK新潟 ニュースより

「これは他人ごとではない」

（港湾管理者談）
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１－１．本工法の背景（陥没事例）

ケーソン護岸・岸壁における陥没

道路計画箇所の場合：
安全性への課題

民間等への土地売却の場合：
不動産価値の低下
継続的管理義務 裏埋土流出部

防砂板・防砂シートの損傷による陥没

公共 民間（過去に対策工あり）
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１－１．本工法の背景（陥没事例）

当該現場の陥没対策

コンクリート土のう詰め

目地部陸側
鋼管打設

袋詰めコンクリート
やH形鋼の挿入
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１－２．ネットバッファ工法

� ケーソン護岸・岸壁において突然発生する陥没は、防砂板、防砂シートが
損傷して防砂機能を失うことで起こる

� 防砂板、防砂シートの損傷は、ケーソン間の目地部を透過する波の繰り返
し作用に起因する

� 遮断材を用いた透過波対策が検討・施工されるが、高波浪によるケーソン
移動が遮断材の安定を阻んでいる

� 被災部は、裏込め、裏埋め部の再設置も検討・施工されるが、施工困難、
時間・費用といった課題が浮上する

上記背景的課題を解決すべく、防砂板、防砂シート損傷要因である透過
波力の低減、ケーソン移動による隙間形状変化への追随性を備え、施工、
経済的に優位性を持つ緩衝材を目的として、ネットバッファ工法が開発され
た。
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ネットバッファ工法

２．ネットバッファ工法とは
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２－１.ネットバッファ工法とは

護岸目地背後の陥没を抑止しう
る繊維製緩衝材による波力低減
法を新たに考案・構築した。ケー
ソン間目地部に後述する緩衝材
を所定の設置方法で挿入し，目
地透過波を減衰させることによっ
て防砂板の長寿命化を図る工法
である。

ケーソン目地透過波低減法の概念図

防砂板の損傷リスクを抑えることによって、その背後の防砂シートへ
の波の伝播も抑制することが可能となり、防砂シートの損傷リスクが
減少することで、吸い出し・陥没の発生も抑制できる．
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２－１.ネットバッファ工法とは

繊維製緩衝材

挿入方法
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２－２．ケーソン護岸・岸壁の構造の一例

上部工

パラペット

防砂板

裏埋土

陸 側

海 側
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２－３．ケーソン護岸・岸壁における陥没の発生

②陥没箇所の損傷防砂板 ③陥没箇所の損傷防砂シート

①波浪

②防砂板損傷

③防砂シート損傷

④吸出し

⑤有害空隙発生

⑥陥没

防砂板
防砂シート

①陥没箇所の波浪状況
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２－４．ケーソン護岸・岸壁の透過波緩衝材 ネットバッファ

上部工

①開口部設置

②繊維製緩衝材充填

波圧が８０％低減

ケーソン

ネットバッファ
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２－５．ネットバッファの耐久性

当該現場のコンクリート
構造物が４０年で５㎜の
摩耗があったとすると

４０年後の編地の残存
強度は６０％と想定
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ネットバッファ工法

３．ネットバッファ工法の施工
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２ｍ

３－１．緩衝材の設置方法

予めケーソン間にガイドレールを敷設範囲

（緩衝材の幅）の両端部に設置し，緩衝材に

ウエイトをつけてケーソン間に落し込むことに

より，現場によって海側・陸側・上方・下方に

隙間幅が一定ではない任意のケーソン間形

状に適応可能な敷設方法である．
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３－１．緩衝材の設置方法
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３－２．ネットバッファの養生



MAEDA KOSEN CO., LTD.

３－３．ネットバッファ工法の緩衝効果

防砂板への
負荷低減

↓

防砂板・防砂シートの延命化
↓

吸出し・陥没
リスク抑止

【使用防砂板】
作用外力の大幅な低下
→ 延命化が実現

【損傷防砂板】
ネット製緩衝材の防砂機能
→ 大規模修復不要
→ 長期的応急復旧

NETIS的に表現すると９０％程度の
コストダウンと大幅な工期短縮
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ネットバッファ工法

４．施工実績
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４－１．ネットバッファ工法の実績（５件）

・茨城県鹿島港 自社試験 隙間幅 １５～２０ｃｍ

ネット使用量 １５０ｍ（ネット）／１５ｍ（ケーソン高さ）

ネットの沈下 ２ｍ／１２ヶ月 吸出し止る（地場マリコン談）

・大手製鐵会社 製鉄所護岸 大手建設会社施工 隙間幅 ３５ｃｍ

ネット使用量 １２０ｍ（ネット）／６ｍ（ケーソン高さ） ×３箇所

全３６０ｍ 追加４０ｍ

ネットの沈下 ３か月毎に陥没調査中（元方と共同で継続中）

・茨城県鹿島港 茨城県施工（県試験施工含） 隙間１０ｃｍ～（３件）

ネット使用量 ８０ｍ（ネット）／１４．５ｍ（ケーソン高さ）

ネットの沈下 １ｍ／１週間 （高波浪） 波力低減効果確認

工事発注確定（２０１８年 ２０１９年） 計８箇所採用
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４－２．実績追跡調査結果（施工１６ヶ月）
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４－２．実績追跡調査結果（期間中陥没発生箇所）

２０１８．０８．２２ 新規陥没発生箇所
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ネットバッファ工法

５．紹介先の声
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５－１．紹介先の主な声（１／２）

� 地方自治体 港湾事務所

ネットバッファの効果により防砂板の損傷が回避され、長期的に港
湾用地の安全性が確保できる

� 某市港湾局 （港湾管理者）

財政的に限界がある中で非常にうれしい話

やりたいこととやらなければならないことがある

� 大手マリコン

自社の施主（民間）へのサービスに検討・総合評価に提案中

防波護岸が主な電力が多のでは、営業すれば喜ぶはず
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５－１．紹介先の主な声（２／２）

� 国土交通省

港湾空港技術研究所との共同研究でもあり興味深い、将来港湾基
準に掲載されることを期待する

� コンサルタント

復旧時間、コストに関して災害復旧に適している

� 防衛関係（前重要施設担当者）

昨今新設中の重要施設に適している

出来るだけ港湾基準に載せてもらえるとありがたい

今後経過を報告に来てほしい
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６．本工法について （受賞）

第３回インフラ・メンテナンス大賞
国土交通省特別賞受賞

※本工法は港湾空港技術研究所との共同研究です。
(国土交通省 総務省 文部科学省 厚生労働省 農林水産省 防衛省）
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６．本工法について （特集記事）

特 集：港湾と安全
『港湾における維持管理対策』

(2019.8月号)

特 集：社会資本の戦力的維持管理
『維持管理の高度化・効率化』

(2019.7月号)
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御清聴ありがとうございました。

本工法は、国立研究開発法人 海上・港湾・航空技術研究所

港湾空港技術研究所との共同研究です


